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＝ レビー 第 9彗星の

木星衝突 （速報）

佐々 木晶 1 ・ 渡部潤一 2
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第 9彗星の木星衝突は，

衝突の プリュ
ーム による激 しい 増光や巨大な衝突

痕が次 々 と観測 され て，科学者 の 予想 を上回るイ

ベ ン トとな っ た．20個あま りに分裂した彗星核 （A

核か ら W 核 ま で）は 7月 16 日か ら22 日まで の 間

に次々 と木星へ 衝突した．衝突地点は地球からは ，

木星 の 地平線の少 し裏側になる．しか し，衝突 の

エ ネル ギーが解放 され て 上 昇する プリ ュ
ーム の頂

．ヒ部分やエ ネル ギーの 高い 衝突痕が
， 少な くとも

赤外線波長域で は観測で きると期待されてい た．

　7 月 16 日の 最初 の A 核の 衝突で は
， 衝突 の 閃光

は観測 されなか っ たが プ リ ュ
ーム に よ る増光 と衝

突痕が 近赤外領域 では っ きりと観測された．ス ペ

イン のカラア ル ト天 文台，セ ロ トロ ロ 天文台 ， 南

極点の 観測所 などからA 核の衝突が報告されて画

像が公開 されてか ら，ほぼ
一
週間にわた り，シ ュ

ー
メ
ー

カ
ー・＝レ ビ ー

第 9彗星 の木星衝突は，世 の 中

の 関心を引 い て ，何度 も新聞 の
一面，テ レ ビの 重

要なニ ュ
ース とな っ た，ちょ うど

，
ア ポ ロ 11号月

面着陸 25周年 ， 向井千秋さん の ス ペ ース シ ャ トル

搭乗 とも時期が重な り， さなが ら 「宇宙週間」で

あ っ た．

　衝突直後の プリュ
ーム は ，近赤外の波長で は イ

オよ りも明る くなりio 〜20 分継続 して 減光して い

く．そ の 後の衝突痕も近赤外で予想以上 に明る く

しか も長期間継続する。衝突 に よ るエ ネル ギ
ー

解

放は比較的浅い とこ ろ で 起きた か も知れ な い ．

　 図 1は，C 核 の衝突 に よ る プリ ュ
ーム の 像で あ

る．岡山天体物理観測所の 188cm 望遠鏡に と りつ

けた近赤外多目的カメラ（OASIS ）による，2．36 ミク

．．木星

木星 は こ の波
長 域で は 南 北
の 極 し か光 っ

て い な い
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ロ ン の 波長で 7 月 17 日 16時24 分に撮 られた．太

陽光の影響の小 さい 波長域なの で 昼間 で も観測が

行なえた．衝突の 光度は エ ウ ロ バ を しの ぎ，
イオ

と同じくらい に なっ て い る こ とがわかる．

　ア マ チ ュ ア観測家を大 きく興奮 させ た の は，G

核の衝突後に現われ た大きな黒色班で あ る．可視

光で も観測され ， 木星の大赤班 よ りも大 きくなっ

た．小型 の 望遠鏡 で も ， 大赤班や縞模様 よ りもは

っ きりと確認で きる．その あともい くつ か の核の

衝突痕も黒 くなり， 黒色班は点々 と木星の南半球

をと り巻い た．黒色の原因は，おそ らく彗星構成

物質の 燃えかすの 厂すす」に よるもの だ と考えら

れて い る．

　K 核の衝突の ときは
，

エ ウ ロ バ がち ょ うど木星

の影で 地球か ら見 える地点にある ため
， 衝突の閃

光の 反射光が見 える可能性が指摘され て い た．ち

ょ うど日本が夜に なる た め
， 日本の多地点で K 核

の衝突の 観測は行なわれた．現在の と こ ろ，エ ウ

　　 　　 　　 　　　 　　 　 エ・ightcurve
　 　 　 lOO

［
OH
】
　

訊

”

爿

090

二
肩

巨
コ

日
　
 

〉
祠

θ

面

目

Φ

匡

］』
’

ユ

O ．1

0．Ol
　 1400

‘2 ．36rnicron〕

ロ バ が光っ た とい う報告はない 。しか し，K 核の

衝突に伴う増光は 日本の多 くの観測所 では っ きり

と捕らえられた，

　図 2 は 岡山天体物理観測所の 188cm 望遠鏡で
，

2．36 ミ ク ロ ン の 近赤外波長で観測 し た光度変化で

ある．最大で イオ の 30倍に 及 ぶ 強い 増光 を観測し

た．現在の と こ ろ ，正確な衝突時間が 不確定であ

る が
，

1500s付近 の フ ラ ッ シ ュ は 衝突の 閃光を み て

い ると考える こ とが で きる．その後 の 増光は ゆ る

やかだが，300秒ほ どた っ てか ら， 光度は急激に増

加する．これは
，

プ リュ
ーム が地平線 を越 えて現

われたため と考えられ るが，こ の 間隔は Boslough

らによる予測 （lkm核で 70秒後）よ りも長い ．エ

ネルギーの 解放には遅れがある ようだ．光度が増

加 して い る間は，岡山では フ ィ ル タ
ーの交換など

で非常に忙 しか っ た そうである．光度の ピー
クは

400秒ほど続き，急速に減光 して い く．しか しイオ

程度の 明る さに戻 っ たあ とは，減光は遅 くな り，
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衝突痕 として 長時間観測 され る よ うに な っ た．

　日本で は こ の ほ か に ，東北大，通総研 鹿島，西

は りま天 文台な どで は
， 電波の 観測に よ り， 彗星

衝突 に と もな い
， 木星電波 に擾乱 が 発生 する の が

検知 され た．

　様 々 な観測所で撮られた画像は，コ ン ピュ
ー

タ

ネッ トワ
ー

ク上 で公開された．ftp　site か ら得 られ

た シ ュ
ー

メ
ーカ ーニレ ビー彗星 の 衝突 の 画像 は，あ

ちこ ちの大学，研究所の壁 を飾 っ た．ltsお画像の

一
部は，anonymeus 　ftpサ イ トjsps．toho −jc．ac ．jp

（192．4フ」85．136）の 1pub1PLANET／SL9 にあります．

もと は ア リゾ ナ大 学の seds ．lpl．arizona ．edu

（128．196．64．66）です QpubXastro1SL9）．｝あまりに

多 くの 人が画像転送 をしようとした の で ，ネ ッ ト

ワ
ー

クが
一時的にパ ン ク状態 にな っ た こ ともある．

と くに 目を見張る の は
，

ハ ッ ブル 宇宙望遠鏡で撮

られ た画像で あ ろ う．木星 の 地平線の 向こ うに プ

リュ
ー

ム が成長 して い くすが た や
， 黒色の衝突痕

の様子を鮮明にキ ャ ッ チ した．

　 シ ュ
ーメ

ー
カ
ー＝レ ビー

彗星 の 衝突 とい う天体

シ ョ
ーは終わ っ たばか りで ある．こ れか ら世界中

で得られた膨大な観測デ
ー

タが解析 され て い くこ

と，それ に伴 い こ れ まで の理論的なモ デル の改訂，

新たな数値計算な どに よ り，木星の 内部構造や大

気の 成分 ・運動に関する研究は大きく進展するで

あろ う．一方で ，我 々 が観測 したは じめ て の 大規

模衝突で ある。衝突現象に関連 した物理 t化学過

程の研究に も大 きな影響を与えるであろ う．

　惑星科学の 中で
， 木星が ク ロ ーズ ア ッ プされた

の は，Voyager の 探査以来の こ とである．来年の

末に は ，Galileeが木星に到着 して，プロ ーブ を大

気に突入させ て観測を行 なう計画で ある ．また
，

VoyagerとGalileoの 画像デ
ー

タを比較するこ とで
，

今回 の彗星衝突の影響が残 っ て い る か どうか も調

べ る こ と が で きる．当分 は
， 木星が惑星科学研究

の 1 つ の ホ ッ トス ポ ッ トに なるだ ろ う．

205

　なお
， 日本惑星科学会で は，94 年度秋季講演 会

の前日
，
94年 10月2 日 （日）に名古屋大学で シ ュ

ーメ ーカ
ー＝レ ビ ー

第 9彗星 の 木星衝突 に つ い て

の シ ン ポジ ウ ム を開催する予定です．詳しくは，ニ

ュ
ース レ タ

ーをご覧下 さい ．

　また，遊星 人 VoL3 〜4 で，再びシ ュ
ー

メ
ー

カ

ー＝レ ビー第 9彗星の 木星衝突に つ い て の特集を

組む予定です．ご期待下さい ．
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